
5領域との関連性

１tumuri VALUE　：

 自分らしさを生かせる社会の創造に貢献します。

個人にフィットしたヒューマンサービスを提供することによって、自分らしく生きるためのよき
パートナーとなります。

令和7年3月1日

支　援　プ　ロ　グ　ラ　ム

法人名 株式会社ひとつむり 事業所名 ひとつむぎ高浜 作成年月日

①健康・生活
③認知・行動
⑤人間関係・社会性

　ね　ら　い

・こころが通ったサービスを提供します。　・利他の精神を大切にします。
・感性を大切にします。　　　　　　　　　・個々の違いを認め互いを尊重します。

１０：００～１８：0０（長期休暇　８：３０～１６：３０） 送迎の有無 有

　＜　支 援 内 容 （ 本 人 支 援 ） ＞

営業時間

法人理念
・

支援の方針

支　援　内　容目　的

自分の持ち物等の意識をつ
け、自己で管理をすること
ができるようになる。
日々の生活の中の見通しを
持って過ごすことができる
ようになる。

生活リズムの確立
自己管理能力の向上

社会生活スキルの向上

主たる活動

１tumuri VISION　：

１tumuri MISSON　：

・荷物整理
・排せつ
・更　衣
・お弁当
・お や つ
・休   憩
・個人で予定を立て
る     etc…

荷物片付けの順番を視覚的に示す。
集団の予定に沿うように個人に合った予定を一緒に考え
る。
クールダウン方法を見つけることができるように支援す
る。
生活動作のサポートをする中で身に付ける。
着替える場所を知らせ、人前の更衣は恥ずかしいなどを知
らせ、学ぶ。

運動機能の向上
（作業療法）

身体の使い方を知る。ボ
ディイメージをつける。気
持ちの発散をする。受け入
れられる感覚の幅を拡げ
る。手先の操作性を高め
る。

成長による身体変化に合わせたボディイメージを確認す
る。
手で体重を支える力、引き寄せる力を育む。
足で支える力を育む。バランス力を高める。
くぐる、持って進む等の力を高める。
複数の遊びを組み合わせて同時に処理しながら動作を行
う。

・サーキット
・ゴム跳び
・縄跳び
・トランポリン
・バランスボール
・ヨガ・水遊び
・外遊び・ケンパ
・ラダートレ
・手押し車
・豆つかみ

②運動・感覚
③認知・行動
⑤人間関係・社会性



5領域との関連性　ね　ら　い 目　的 支　援　内　容 主たる活動

感覚を楽しみながら
想像力を育む
（感覚遊び）

触った感覚を楽しむ。
硬さや温度などを手で感じ
取る。手から具体物の情報
を掴む。

触った時の違いに気づく。手に付く感覚を楽しむ。
手で確かめる。手から得た情報と具体物を結びつける。

・粘土
・スライム
・エンジェルクレイス
ライム
・ブラックボックス

②運動・感覚
③認知・行動
④言語・コミュニ
ケーション

対人関係を円滑にするため
のトレーニング
（集団遊び）

共通のルールを知る。
勝ち負けの判断基準の共有
する。公平性を知る。
他児に対する憧れの気持ち
を持つ。

共通ルールで遊ぶ楽しさを知る。負けた時の気持ちの切り
替えや、もう一回やりたいという気持ちを引き出す。
年齢やルール理解度に合わせた遊び方を考える。

・かくれんぼ
・鬼ごっこ
・じゃんけん列車
・しっぽ取り
・大根抜き
・ドッチボール
・宝さがし
・カードゲーム
・フルーツバスケット
etc...

②運動・感覚
③認知・行動
⑤人間関係・社会
性

コミュニケーション
能力の向上

（言語療法）

言葉を聞き分ける。絵を見
分ける。具体物と言葉を一
致させる。言語による表現
力を身に付ける。語彙力を
養う。言葉のキャッチボー
ルからコミュニケーション
能力を磨く。思考力を高め
る。

ゆっくりとハッキリ言葉を伝える。単語がわからないとき
は、具体物をみせ単語と一致させる。

・絵本の読み聞かせ
・かるた
・３ヒントクイズ
・文字並び替えクイズ
・なぞなぞ
・マジカルバナナ
・どうぶつビンゴ

②運動・感覚
④言語・コミュニ
ケーション
⑤人間関係・社会
性

＜家族支援、移行支援、地域連携、職員の資質向上・研修等の取り組み＞

＜家族支援＞ ＜移行支援＞ ＜地域支援＞ ＜職員の資質向上・研修等の取り組み＞

・ご家族と関係機関で情報の共有をし、地域で安心して子育てができ

るようにしましょう。

・ご家族の了解を得て、必要な機関との連携を図りながら情報の共有

を行うことで、お子様についての理解を深め、支援していけるように

努めます。

・町内の民生委員や社会福祉協議会と企画し、定期的にイベントを行

い交流を深めます。

・地域の公共施設や公共交通機関を利用し、公共の場でのルールを学

びます。

・日頃の様子から、支援の方法を一緒に考えます。

・お子様について、保護者面談や送迎時に心配な

事や不安な事をお聞きし、困りごとをその都度一緒

に考えていきます。

・ご家族の方やお子様にとって必要なサービスが

受けれるようにサービスの提供をします。

・ライフステージに合わせた支援を行います。

・地域の公園や図書館などの資源を通して、地域の

人たちと関わります。

・事業所の外でのルールを守りながら、地域の人た

ちと関わる中で社会の一員であることを伝えていき

ます。

・面談を実施し気持ちを聞き取りして安心して働くことができ、自己

評価することでモチベーションをあげる。

・ミーティングを毎日行い情報共有することで、支援の方向性を合わ

せる。

・療育経験が豊かな外部講師を招いて対応が難しい児童のケーススタ

ディ、療育現場を視察及び実地指導をなどを定期的に実施している。

・事業所内のOT、STが専門療法を用いて療育する際の児童の見立てか

た、公認心理士による発達検査の読み解き方といった児童の特性に

あった療育ができるよう研修を実施している。



　＜　主　た　る　季　節　の　行　事　＞

夏の行事
（水遊び、お祭り）

春の行事
（送別会、遠足、いちご狩り）

冬の行事
（社会福祉協議会主催ｸﾘｽﾏｽ会、お正月遊び、年賀状作り）

年中行事
（運動教室、リズム遊び、課外活動、調理実習、避難訓練、お買い物体験、交通機関の利用）

秋の行事
（お祭り、民生委員主催運動会）


